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地震：山沿いでは、余震に備えて土砂災害の危険がある地域からの避難が必要である。
風水害：広い範囲で洪水による浸水が予想されている。また、山沿いでは土砂災害の危険がある。大雨や台風等が
予想される場合は、危険な場所から安全な場所への早めの避難が必要である。

鶴尾校区自主防災連合会

警戒区域 1 箇所 高潮 - -
土砂災害
発生時

西春日デイサービス、サマリヤ西春日ショートステイ、香川高等専門学校高松キャンパス、西春日グループホー
ム

土石流
特別警戒区域 1 箇所

警戒区域 1 箇所

地すべり

警戒区域 11 箇所 ～50cm ～3m ～5m ～10m 10m以上

津波 - - - - -

河川の氾濫 2,008,110 1,500,480 1,520 - -

ヘリコプター臨時離着陸場 -

高潮
発生時

-

水位観測所等 勅使町水路（R-3）

急傾斜地
特別警戒区域 3 箇所

洪水
発生時

あいあい保育園  西春日町、キッズハウスクローバー、早稲田イーライフ高松峰山、住宅型有料老人ホーム ナーシングハウスかんな、住宅型有料老人ホーム  かさぶらんか、デイサービス
マーガレット、あゆみ園指定共同生活援助事業所グループホーム西春日、西春日保育所、サマリヤ、四国総合ビジネス専門学校、鶴尾小学校、サマリヤ松並ショートステイ、鶴尾放課後児童
クラブ、グループホームほおずき、峰山デイホームサービス灯り、リハビリテーション颯  高松中央、こどもサポート教室｢きらり」栗林南校、Do やまびこ  西ハゼ事業所、愛育幼稚園、有料
老人ホームじねん、おか整形・リハビリクリニック、(財)大西精神衛生研究所附属「若葉 II」、グループホームそら、ショートステイそら、鶴尾保育所、医療法人和光会前田病院、Ria kids、
デイリー･クローバ、フローラ、ナーシングケアホーム・クローバ、ケアハウス櫨の実、スイング、スペースキッズ、一般財団法人大西精神衛生研究所附属大西病院、医療法人社団緑会ザイタッ
クスクリニック、COMPASS.OLIVE、「やったーまん！！」、ケアパートナー高松、Do やまびこ  田村事業所、香川県立高松支援学校、かがわ総合リハビリテーションこども発達支援セン
ター、かがわ総合リハビリテーションこども支援施設、社会福祉法人かがわ総合リハビリテーション事業団付属保育施設さくら保育園、かがわ総合リハビリテーションこども発達支援セン
ター、かがわ総合リハビリテーション成人支援施設、かがわ総合リハビリテーション病院、かがわ総合リハビリテーション療養介護施設、医療法人社団藤井外科胃腸科・整形外科、しゃぼん
だま、たんぽぽの家、生活支援センター「サンサン」、ツクイ高松西、きしゃぽっぽ、らいふステーション、かしの実作業所、でんぐりこ、日中一次支援事業  いーないーな、香川県立香川中部
支援学校、高松市田村文化センター、香川県障害者支援施設たまも園、なないろ田村町、あっとほーむ たんぽぽ、風の谷、みっきーはうす、リハプライド  南海ちょくし、やったーまん！！、
幼保連携型勅使百華こども園、児童デイサービス  ゆうりん、ゆうりん、認定こども園勅使百華幼稚園、サマリヤ勅使デイサービス

市役所、総合センター・支所・出張所等 鶴尾出張所

消防署・消防分署・出張所 高松市南消防署東ハゼ救急ステーション

警察署・交番・駐在所 鶴尾交番

広域救護病院・市立病院   前田病院、藤井外科胃腸科・整形外科、かがわ総合リハビリテーション病院

浸水深別面積（㎡）

人口密度 1428.5 人/㎢ 1111.8 人/㎢
＊災害対応の可否：「○」の現象に対応、「△」条件付き対応、「×」未対応　　洪：洪水　内：内水氾濫　土：土砂災害　高：高潮　地：地震　津：津波　火：大規模な火災

世帯人員 1.5 人/世帯 2.0 人/世帯

人
口

総人口

％ 12.2 ％

世帯数 6,215 世帯

％75歳～ 2,069 人 22.2 ％ 16.7

65歳以上の人口 3,403 人 36.6 ％ 28.8 ％

65～75歳 1,334 人 14.3

％5～64歳 5,706 人 61.3

2.1 ％ 3.4 ％

％ 67.8

0～4歳 194 人

9,303 人 地区の割合 市の割合

鶴尾中学校跡施設 松並町639-1 △

鶴尾コミュニティセンター 田村町303-1 ○

○ ○ ○香川高等専門学校（体育館） 勅使町355 869-3811

松並町636-1 △

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ×

様式1　地区の概要 鶴尾

・市の北部に位置する。
・北部は山地（峰山）、南部は扇状地、中心を流れる御坊川沿いは
氾濫平野が分布する。
・国道11号、32号、193号など主要な道路が通る。
・65歳以上の高齢者が全体の36.6％を占める。

名称 住所
洪 内 土 高 地 津 火

△ ○ ○ ○ ○

電話
市外局番

087

867-2564

867-3382

866-3176

鶴尾小学校

災害対応の可否＊

○

○

○

○

指定
避難所

○

○ ○ ○ ○ ○ ×

○

位置図

2.1%

61.3%
14.3%

22.2%

地区の人口構成

0～4歳 5～64歳 65～75歳 75歳～
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